
富山労働局

山中において下草刈り作業を行っていた被災者が、作業中背面をスズメバチに刺さ
れ、アナフィラキシーショックにより死亡したもの。

林道開設工事現場において、法面に設置された排水用Ｕ字溝内にたまった土石の排泄
作業を一人で行っていたところ、鋼製のＵ字溝内でＬ字アングルに前のめりにもたれ
掛かった状態で発見された。被災者は、作業中に転倒しＬ字アングルに頸部を打ち頚
椎損傷により死亡したものと推定される。

平 成 ２５ 年 死 亡 災 害 一 覧 表   (平成２６年１月３１日現在）

50年
倉庫内で被災者が右脚の太ももから血を流して倒れているのが発見され、病院に運ば
れたが出血性ショックで死亡した。携帯用丸のこ盤を使用し型枠材を切断中に、誤っ
て太ももに歯がふれ被災したものと推定される。

２年
東海北陸道下り線において、工事のため片側交互通行となっていた区間において、工
事用信号により信号待ちを行っていた車列最後尾の大型トラックに、中型トラックが
追突し中型トラック運転手が死亡した。

11 １１月 土木工事業 丸のこ盤 切れ、こすれ ６０歳代

９年

早朝時、台を探すため、被災者はフォークリフト（最大荷重２．８トン）に乗り工場
敷地内を後ろ向きに走行していたところ、置場に置かれていたアルミインゴットに激
突しフォークリフトが横転、同機体の下敷きとなり外傷性ショック、多発外傷により
死亡した。

10 １１月
一般貨物自動車運

送業
トラック

交 通 事 故
（ 道 路 ）

３０歳代

１５年

長野県の上信越自動車道上り線で、大型トラックに被災者の運転する大型トラックが追突した
が、道路脇に停車した２台に別の大型トラックが突っ込んだ。被災者は車外におり、押し出され
た車両の下敷きになって死亡した。現場は下り坂の直線であった。

9 １０月
非鉄金属精錬・圧

延業
フォークリフト 激 突 ２０歳代

４年

長野県の国道１４８号トンネル内で、大型トレーラーがけん引していた荷台部分が反
対車線にはみ出し、対向していた被災者の運転する中型トラックと衝突した。被災者
は出血性ショックで死亡した。

8 ９月
一般貨物自動車運

送業
トラック

交 通 事 故
（ 道 路 ）

４０歳代

４年

鋳型造型機の鋳型確認作業において、造型不具合処置のため作業を実施したところ、
作動した機械の型に頭を挟まれ死亡した。

7 ８月
一般貨物自動車運

送業
トラック

交 通 事 故
（ 道 路 ）

５０歳代

２１年

午前中から、単独作業にて顧客先の廃棄処分場のため池に設置された水質計器（ＰＨ
計）の点検作業に従事したが、その後連絡がとれなくなり、同日夕方、山道から外れ
た斜面上で倒れているところを発見されたもの。後日、熱中症による労災と認定され
た。

6 ８月
自動車・同付属品

製造業
その他の一般動

力機械
はさまれ、巻
き 込 ま れ

２０歳代

６０歳代 ７ヵ月

5 ７月 その他の卸売業 高温・低温環境
高温・低温の
物 と の 接触

４０歳代

６０歳代 １０年

4 ７月 その他の林業 その他の環境等 そ の 他

４０歳代 １１年

石川県の北陸自動車道上り線をトラックで走行中、落下物（タイヤ）に衝突したた
め、路肩に停車し、車両前方に降りて警察に通報していたところ、後続のトラックに
追突されたもの。被災者は、追突により押し出された自車にはねられた上、間もなく
両トラックが炎上したため全身火傷を負い、７日後に死亡した。

3 ７月 道路建設工事業 建築物、構築物 転 倒

２０歳代 6ヶ月
１．２トントラックで製品の運搬中、信号待ちをしていた大型タンクローリー車に追
突し、病院に搬送されたが、外傷性出血ショックのため、約３時間後に死亡した。

2 ６月
一般貨物自動車運
送業

トラック
交 通 事 故
（ 道 路 ）

年代 経験年数 災　　害　　発　　生　　状　　況

1 ３月 金属製品製造業 トラック
交 通 事 故
（ 道 路 ）

番号 発生月 業 種 起 因 物 事 故 の 型


